
都市空間における自動運転技術の活用に向けたポイント集（概要）
• 自動運転技術が本格的に社会実装される時代を見据え、まちづくりとして目指すべき政策の方向性や取り組むべき施策に関する考え方を令和７年５月

にポイント集としてとりまとめた。
• 都市部において４つの都市空間タイプを想定し、望ましい都市像の実現に向けた自動運転技術活用のための対策ポイントについて、自動運転車両の混在

期・非混在期の時間軸で提示するとともに、まちづくりの計画へ自動運転の位置付け方を事例と合わせて紹介している。

都市政策としてコンパクト・プラス・ネットワークやウォーカブルな空間づくりの

推進は引き続き重要。自動運転はそれらを実現するツールとなるため、計画的

な推進が重要。

④ 身近なエリア③ 駅前広場 

② 街路空間 

① 都市交通 

４つの都市空間タイプを想定し、望ましい都市像の実現に向けた自動運転技術活用のための対策ポイント等について、

自動運転車両の混在期・非混在期の段階的に提示。（※下図：②街路空間と同様に他の空間も段階的に提示（本編を参照））

望ましい都市像の実現に向けた自動運転技術の活用には、関係者と目指すべき目

標を共有し、役割分担を明確にして取り組む必要があるため、自動運転をまちづく

りの計画へ位置付けることが重要。
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歩きたくなる まちに開かれた1階 多様な人の多様な用途、使い方 開かれた空間が心地よい

居心地が良い、人中心の空間
を創ると、まちに出かけたくなる、

歩きたくなる。
歩行者目線の１階部分等に店
舗やラボがあり、ガラス張りで中が
見えると、人は歩いて楽しくなる。

多様な人々の多様な交流は、
空間の多様な用途、使い方の

共存から生まれる。
歩道や公園に、

芝生やカフェ、椅子があると、
そこに居たくなる、留まりたくなる。

自動運転技術は着実に進展。来るべき自動運転

社会において、都市空間としての対応が必要。

自動運転が普及しても 望ましい都市像は変わらない普及が進む自動運転技術のメリットを最大化する都市政策が重要

自動運転技術活用の対策ポイントを４つの都市空間別に時間軸で提示 まちづくりの計画へ自動運転の位置付け方等を提示

道路混雑緩和や空間再編等のメリットがある一方、総走行距離

の増加や移動に対する抵抗感の低下等と言った留意事項も想定

される。留意事項を踏まえつつメリットを最大化することが重要。
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【現在】 【非混在期】【混在期】 《東広島市西条地域（都市拠点）の将来交通計画》

・都市軸の強化を市の政策課題として挙げている
・JR西条駅～広島大学周辺のネットワークを幹線
に位置づけ

・自動運転・隊列走行BRTの導入による輸送事業
の効率化を位置づけ

中央走行レーン方式による

バス高速輸送システム

東広島市都市交通計画 （2024年6月改訂）より抜粋（一部加工）

〇メリット

街路空間を再編し、交通容量の拡大や、専用

空間化による輸送の効率化が図られる可能性。

〇留意事項

総走行距離が増加し、道路

混雑が悪化する可能性。
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